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「トライオートＥＴＦ 取引説明書」の一部改正について 

下 線 部 変 更 

（2023年 3月 13日） 

現 行 改正後 

（省 略） 

 

トライオート ETF のリスク等重要事項について 

（省 略） 

 

（新 設） 

 

 

 

 

 

 

 

本取引の取引の仕組みについて 

 

☆取引の方法 

 

（省 略） 

 

（５）金利調整額、および貸株料調整額は、3月、6 月、

9 月、12 月の各最終取引日（以下、「金利実現日」といい

ます）に、証拠金預託額に振り替えます。 

 

（省 略） 

 

☆課税上の取扱い 

 

（省 略） 

 

トライオートETFに係る禁止行為 

 

（省 略） 

 

（３）金融商品取引契約の締結の勧誘の要請をしていな

いお客様に対し、訪問しまたは電話をかけて、金融

商品取引契約の締結を勧誘する行為。ただし、金融

商品取引業等に関する内閣府令（以下、「内閣府令」

といいます）で定める継続的取引関係にあるお客

様に対する受託契約等の締結の勧誘は除きます。 

（現行どおり） 

 

トライオート ETF のリスク等重要事項ついて 

（現行どおり） 

 

ご注意ください。 

積立自動売買（マネーハッチ）は 2023 年 9 月※をも

ってサービスを終了する予定です。 

※ サービス終了時期は現時点での予定であり、変更

になる可能性があります。 

詳細については当社ホームページをご確認くださ

い。 

 

本取引の取引の仕組みについて 

 

☆取引の方法 

 

（現行どおり） 

 

（５）金利調整額、および貸株料調整額は、3月、6 月、

9 月、12 月の各最終取引日に、証拠金預託額に振り替え

ます。 

 

（現行どおり） 

 

☆課税上の取扱い 

 

（現行どおり） 

 

トライオートETFに係る禁止行為 

 

（現行どおり） 

 

（３）金融商品取引契約の締結の勧誘の要請をしていな

いお客様に対し、訪問しまたは電話をかけて、金融商品取

引契約の締結を勧誘する行為。ただし、金融商品取引業等

に関する内閣府令で定める継続的取引関係にあるお客様

に対する受託契約等の締結の勧誘は除きます。 
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現 行 改正後 

 

（省 略） 

 

トライオートETF 取引要綱 

 

（省 略） 

 

（６）レバレッジ 

 

（省 略） 

 

  ②積立自動売買 

レバレッジ 1 倍相当（投資スタイルによっては

1.5 倍や 1.2 倍）の証拠金が必要です。 

 

（省 略） 

 

トライオートETFの自動売買に関する重要事項 

 

（省 略） 

 

（10）マネーハッチ画面から積立自動売買による建玉の

決済注文を手動売買で発注した場合、取引時間中

の銘柄に対する決済注文は成行で即時決済されま

すが、取引時間外の場合、マネーハッチ画面に

「決済中」と表示され、取引時間開始後に発注され

ます。「決済中」の場合、お客様がマネーハッチの

画面から決済注文の取消しをすることはできませ

ん。当該、「決済中」注文が執行される前に、ロス

カット注文が発注された場合、ロスカット注文が

優先されます。 

 

（省 略） 

 

（例） 

①自動売買で、日経 225ETF を新規注文 20,000 円の買い

指値、売り決済指値注文 20,100 円で設定 

②日経 225ETF の 20,000 円の買い指値注文を発注 

③当社アスク価格が 20,000 円を提示 

④20,000 円の買い新規指値注文が約定 

⑤当社ビッド価格が 20,200 円を提示 

⑥20,100 円の売り指値注文を発注 

⑦「当社価格＞売り決済の指定価格」のため、指定価格の

 

（現行どおり） 

 

トライオートETF 取引要綱 

 

（現行どおり） 

 

（６）レバレッジ 

 

（現行どおり） 

 

  ②積立自動売買 

レバレッジ 1 倍相当（投資スタイルによっては

1.5 倍や 1.2倍、2 倍）の証拠金が必要です。 

 

（現行どおり） 

 

トライオートETFの自動売買に関する重要事項 

 

（現行どおり） 

 

（10）マネーハッチ画面から積立自動売買による建玉の

決済注文を手動売買で発注した場合、取引時間中

の銘柄に対する決済注文は成行で即時決済されま

すが、取引時間外の場合、マネーハッチ画面に

「決済中」と表示され、取引時間開始後に発注され

ます。「決済中」の場合、お客様がマネーハッチの

画面から決済注文の取消しをすることはできませ

ん。当該「決済中」注文が執行される前に、ロス

カット注文が発注された場合、ロスカット注文が

優先されます。 

 

（現行どおり） 

 

（例） 

①自動売買で、日経 225ETF を新規注文 20,000 円の買い

指値、売り決済指値注文 20,100 円で設定 

②日経 225ETF の 20,000 円の買い指値注文を発注 

③当社アスク価格が 20,000 円を提示 

④20,000 円の買い新規指値注文が約定 

⑤20,100 円の売り指値注文を発注 

⑥当社ビッド価格が 20,200 円を提示 

⑦「当社価格＞売り決済の指定価格」のため、指定価格の
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現 行 改正後 

20,100 円で決済注文が成立 

 

（省 略） 

 

本取引に関する用語解説 

 

（省 略） 

 

（22）発注証拠金 

注文中（未約定）の新規注文に係る必要証拠金で

す。両建ての場合は、新規注文が約定した場合の同

一銘柄の必要証拠金額を比較し、現在の必要証拠

金額を超過する差額分が発注証拠金額になりま

す。 

 

（省 略） 

 

（24）発注可能額（取引余力） 

現在発注可能な証拠金です。 

発注可能額 = 有効証拠金 － 総必要証拠金－ 任

意証拠金 － 積立拘束金－出金指示額 

｢ 取引余力 － (今回注文)必要証拠金(=発注証

拠金)  ≧ 0 ｣の時新規発注可能です。 

 

（以下、省略） 

 

 

以上 

 

2023 年 1 月 18 日作成 

2023 年 1 月 30 日交付 

 

 

20,100 円で決済注文が成立 

 

（現行どおり） 

 

本取引に関する用語解説 

 

（現行どおり） 

 

（22）発注証拠金 

注文中（未約定）の新規注文に係る必要証拠金で

す。両建ての場合は、新規注文の約定前と約定後の

必要証拠金額を比較し、増加分が発注証拠金額と

なります。 

 

 

（現行どおり） 

 

（24）発注可能額（取引余力） 

現在発注可能な証拠金です。 

発注可能額 = 有効証拠金 － 総必要証拠金－ 任

意証拠金 － 積立拘束金－出金指示額 

｢ 取引余力 － (今回注文)必要証拠金(=発注証

拠金)  ≧ 0 ｣の時、新規発注可能です。 

 

（以下、現行どおり） 

 

 

以上 

 

2023年3月1日作成 

2023年3月13日交付 

 

 


